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●　ＣＯＶＥＲ

　私たちねずみ年！
　有屋小の年男・年女と手作り門松

●　ＣＯＶＥＲ

　私たちねずみ年！
　有屋小の年男・年女と手作り門松



▼防災情報やイベント情報など、
　町からの行政情報をメールで
　受け取ることができます。

登録はこちらから！
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９（木）
10（金）
11（土）

12（日）

13（月）
14（火）
15（水）

16（木）

17（金）
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24（金）
25（土）
26（日）

27（月）

28（火）
29（水）
30（木）
31（金）

金山町町制施行日（95周年）

町立診療所臨時診療日（午前中）

もがみ北部商工会金山支部新年祝賀会
小さな拠点づくり
明安小３学期始業式
金山中登校開始日
１歳６ヵ月児健診
金山小３学期始業式
有屋小３学期始業式
すこやか相談、すくすくプレイランド
ベビーマッサージ
金山小歌会始

消防団幹部年頭集会
りゅう馬スプリントスキーフェスタ

絵手紙展（20日まで）
心配ごと相談
沖縄中部広域との児童交流
ホットさろん

神室雪まつり
第１回SHK杯クロスカントリースキー
チームスプリント大会
小さな拠点づくり
わらべうた・読み聞かせ講座
すこやか相談
すくすくプレイランド・ミニお話し会
リフレッシュヨガ教室

金山小校内スキー大会
明安小、有屋小校内スキー大会
心の健康相談、心配ごと相談
小さな拠点づくり

１月行事予定表
■　も　く　じ　■　C o n t e n t s

◆かねやまわんとぴ

　かねやま大楽校で新たなＰＲグッズを制作

◆特集　みちくさしようよ！

◆町政ＮＥＷＳ

◆まちのわだい

　「家庭の日」運動推進大会で繋がり深まる

　蔵カフェで「語り場・スナック指出」

　白岩土木建築が冬季交通安全教室開く

　有屋小でオリジナル門松づくり

　新庄南高金山校２年生が修学旅行で台湾へ

　明安小伝統の「しめ飾り」づくり

　町柔道連盟主催の金山選手権大会を開催

◆2019年を広報写真で振り返ります！

◆お知らせ掲示板

　公益信託荘内銀行ふるさと創造基金

　雪害事故防止強化月間

◆図書室だより・ほっとクリニック vol.131

　ぶんげい・東京金山会通信 No.9
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かねやま わん とぴ

オンリーワンな町のナンバーワンをさがせ！

オンリーワンな町のナンバーワンをさがせ！

　若者が楽しくいきいき暮らせるま
ちを目指して始まった“かねやま大
楽校”（庄司大寛実行委員長）。「郷
土に誇りを持つ」「金山でどう暮ら
していきたいか」といった目的や課
題解決のために、座学や受講生同士
の交流を通して人間力を磨き、仕事
でも恋愛でも積極的に行動しようと
する若者の育成やスキルアップを目
指して活動しています。
　３年目の今年は、町民や町内企業
に勤める28名の若者が、町の魅力
や田舎の良さを発見する講座を受
講。また、都会の人に町の魅力を発
信するための、新たなＰＲ素材の企
画・制作にも挑戦しました。町観光
協会（星川広喜会長）協力のもと、

英国の旅行作家「イザベラ・バード」
が現代の金山を旅するイメージで３
種類のデザインのトートバッグと缶
バッジを完成させました。
　昨年11月30日～12月１日には、
東京都で行われたイベント「町イ
チ！村イチ！2019」などに参加し、
新商品を販売。首都圏に向けて町の

魅力を発信しました。当日は、町を
何度も訪れ、楽生との親交が深い、
都内在住の若者も応援に駆けつけ、
大いに盛り上がりました。
　楽生の皆さんの思いが詰まったＰ
Ｒグッズ。都会と田舎の若者をつな
ぐ町の新しい魅力発信素材として、
期待が高まります。

とも のり

ひろ き
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【町立金山診療所　診療予定】
○疼 ▶ 疼痛外来　○小 ▶ 小児科外来　○夕 ▶ 夕診

○疼

○夕
○小

○夕
○小

○疼

○夕
○小

○疼

○夕
○小

同
デ
ザ
イ
ン
の
缶
バ
ッ
ジ

かねやま大楽校の「楽生」の皆さん。手にしているのは企画・制作したトートバッグ。

「イザベラ・バードが今、金山を訪れ
たらどんなことを思うだろう。やっぱ
り美しいと言ってほしい」。いにしえ
に想いを馳せて作り上げました。
●価格　［トートバッグ］1,000円
　　　　［　缶 バ ッ ジ　］　　100円
●場所　ホテルシェーネスハイム金山
　　　　マルコの蔵

イザベラ・トート

交流＆関係人口の拡大に一役
アイディア膨らむ若者が新たなＰＲグッズを

　やってきました令和２年。今
年は子年です。有屋小の年男・
年女の皆さんを正月らしく手作
りの門松とともに撮影。前列が
５年生、後列が６年生です。
　春から中学生の鈴木暖生くん

は「中学校では部活と勉強を頑
張りたい。残りの小学校生活は、
下級生の手本として行動する」
と、力強く話してくれました。
　今年は子年のみんなにチュー
モクです！

＝今月の表紙＝

ねずみ

る い

ねずみ



山
形
大
学
地
域
連
携
型
サ
ー
ク
ル
「
チ
ー
ム
道
草
」。

平
成
25
年
に
設
立
さ
れ
た
こ
の
サ
ー
ク
ル
の
活
動
拠
点
は
、
こ
こ
金
山
町
。

本
特
集
で
は
、
今
や
１
０
０
名
を
超
す
学
生
が
所
属
す
る
チ
ー
ム
道
草
が
た
ど
っ
て
き
た
軌
跡
と
、

見
知
ら
ぬ
地
で
、
地
域
の
た
め
に
ひ
た
走
る
若
者
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

は
じ
ま
り
は
「
道
草
ぶ
ん
こ
う
」

　
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約
８
年
。
平
成
24
年
の

春
、
山
形
大
学
集
中
講
義
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
最
上
の
金
山
町
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、

あ
る
学
生
た
ち
は
金
山
町
と
運
命
の
出
会
い

を
果
た
し
ま
す
。
彼
ら
は
、
自
然
の
雄
大
さ

や
人
々
の
温
か
さ
に
感
銘
を
受
け
、
講
義
外

で
自
主
的
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
稲
刈
り

や
地
域
の
伝
統
行
事
に
参
加
す
る
う
ち
、「
地

域
の
人
と
の
繋
が
り
を
絶
や
し
た
く
な
い
」

と
思
う
よ
う
に
。
平
成
25
年
３
月
、
講
義
の

拠
点
と
な
っ
た
道
草
ぶ
ん
こ
う
か
ら
名
前
を

と
り
、
15
名
の
同
志
に
よ
っ
て
チ
ー
ム
道
草

は
誕
生
し
ま
し
た
。

　
当
初
の
目
標
は
、『
金
山
を
知
り
、
も
っ

と
楽
し
む
』。
山
形
大
学
の
助
成
金
「
元
気

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
支
援
を
受
け
る
な
ど
し

て
、
町
へ
の
訪
問
頻
度
を
増
や
し
、
地
域
活

動
の
幅
を
広
め
て
い
き
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら

チ
ー
ム
道
草
は
、
地
域
に
と
っ
て
欠
か
せ
な

い
存
在
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

交
流
か
ら
生
ま
れ
た
活
動

　
地
域
の
方
々
と
の
繋
が
り
か
ら
、
多
く
の

活
動
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
代
表
例
が
、

町
内
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
学
習
支

援
。
サ
ー
ク
ル
の
発
足
か
ら
程
な
く
し
て
、

金
山
小
学
校
の
運
動
会
を
訪
れ
た
学
生
と
先

生
と
の
何
気
な
い
会
話
か
ら
生
ま
れ
た
活
動

で
す
。
12
月
７
〜
８
日
に
は
、
今
年
２
回
目
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　町内小中学校での学習支
援やイベント運営の補助、
地区行事や事業者さんの手
伝いなどを行っています。
　いずれも町の皆さんの
「やってほしい！」に応え
るべく活動しています！

自然がいっぱい
街並みがきれい
地域があったかい
みんなイキイキしている
あいさつが返ってくる
美味しいものがたくさん
気前がいい
何度も来たくなる

●まちなか雛巡り
●かねやま街市
●ふれスポ大会
●神室雪まつり
●めごたまマルシェ
●めごたま夏祭り
●めごたま園運動会

●有屋小学習支援
●金山中学習支援
●旧朴山分校活用イベント
●山形ふるさとＣＭ制作
●エヌシップさんと農作業
●田茂沢地区おさいとう

と
な
る
金
山
中
学
習
支
援
が
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
受
験
を
間
近
に
控
え

る
３
年
生
に
、
メ
ン
バ
ー
が
自
ら
の
経
験
を

交
え
て
指
導
し
ま
し
た
。
理
科
を
教
わ
っ
た

樋
渡
基
希
さ
ん
（
三
枝
）
は
「
分
か
り
や
す

く
教
え
て
く
れ
た
。
勉
強
以
外
の
興
味
の
あ

る
話
題
を
交
え
な
が
ら
学
習
を
進
め
て
く
れ

て
、
と
て
も
親
し
み
や
す
か
っ
た
」
と
、
歳

の
近
い
先
生
だ
か
ら
こ
そ
の
良
さ
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
道
草
の
理
念

　
発
足
か
ら
１
年
経
っ
た
と
き
、
サ
ー
ク
ル

と
し
て
ひ
と
つ
の
理
念
に
た
ど
り
着
き
ま
し

た
。そ
れ
は
、『
学
生
の「
や
っ
て
み
た
い
！
」

と
地
域
の
「
や
っ
て
ほ
し
い
！
」
を
結
び
付

け
る
』。
学
生
が
抱
く
夢
や
興
味
と
、
地
域

が
持
つ
想
い
や
地
域
資
源
を
繋
い
で
、
継
続

的
で
発
展
的
な
関
係
を
築
き
た
い
と
い
う
思

い
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。
最
終
的
な
目
標
は

地
域
と
ひ
と
つ
の
チ
ー
ム
に
な
る
こ
と
。
そ

の
た
め
に
、
チ
ー
ム
道
草
は
進
化
を
続
け
ま

す
。
町
外
で
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
高
校
生
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
な

ど
、
今
ま
で
の
活
動
か
ら
一
歩
先
ゆ
く
ア
イ

デ
ィ
ア
も
模
索
中
の
よ
う
で
す
。

　
金
山
と
、
そ
こ
に
住
む
人
が
好
き
。
だ
か

ら
こ
そ
地
域
の
期
待
に
応
え
た
い
―
―
。
こ

れ
か
ら
も
チ
ー
ム
道
草
は
、
金
山
で
た
く
さ

ん
の
「
楽
し
い
」
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

も
と
き

特
集み

ち
く
さ
し
よ
う
よ
！

彼らが企画したKaneyama Lovers Fesでの一幕
大人も子どもも目いっぱい楽しんでいました
【写真提供】Photo DAISUKE KURIHARA

＼具体的には？／

私たちがやっていること！

●結　成：平成25年３月
●所属数：133名
　※令和元年12月時点

チーム道草のこと教えます！

言わせてください！

「金山の好き」

Ｑ1．出身地は？

Ｑ2．学年別では？ Ｑ3．男女比は？

学生の「やってみたい！」×地域の「やってほしい！」を繋いでいます

やってほしい！

やってみたい！

【金山町の皆さん】 【チーム道草】

１年
47%

２年
18%

３年
24%

４年
11%

男性
47%女性

53%

県内
29%

県外
71%



　
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
金
山
町
に

何
か
恩
返
し
が
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
11
月
４
日
、
会
場
は
認
定
こ
ど
も

園
め
ご
た
ま
園
舎
。
町
内
外
の
飲
食

店
や
雑
貨
店
の
出
店
や
子
ど
も
た
ち

も
気
軽
に
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
な
ど
、

20
の
ブ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
来
場
者
は
予
想
以
上

の
約
２
０
０
名
。
私
た
ち
の
普
段
の

活
動
を
収
め
た
写
真
や
金
山
の
好
き

な
と
こ
ろ
を
一
人
一
人
が
書
い
た
掲

示
物
も
た
く
さ
ん
の
方
に
見
て
も
ら

え
た
と
思
い
ま
す
。

　
運
営
に
際
し
て
は
、
地
元
の
高
校

生
や
普
段
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方

々
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
縁
が

繋
っ
て
開
催
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
何
か
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
し
た
い

と
ず
っ
と
考
え
て
い
た
の
で
、そ
れ
が

叶
っ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
写
真
の
ど
こ
を
切
り
取
っ
て
も

み
ん
な
が
笑
っ
て
い
て
楽
し
そ
う
で
、

大
成
功
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
経
験
ば
か
り
で
、う
ま
く
で

き
ず
に
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
時
の
苦
し
み
を
忘
れ
て
し

ま
う
く
ら
い
、
楽
し
か
っ
た
と
い
う

プ
ラ
ス
の
気
持
ち
が
大
き
い
で
す
。

　
改
め
て
、
金
山
は
人
も
町
も
あ
た

た
か
い
、
本
当
に
出
会
え
て
よ
か
っ

た
場
所
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
大
好
き
な
金
山
で
大
好
き
な
み

ん
な
と
活
動
し
て
い
き
ま
す
！
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　活動を通して多くの人に出会い、町を五感で感
じ、金山町が大好きになりました。愛する金山の
魅力をもっとたくさんの人に伝えたい！そんな思
いから10月19～ 20日の２日間、町を巡るツア
ーを開催しました。チーム道草のメンバーを含め、
町外から18名に参加いただきました。
　町名の由来ともされる谷口銀山を探検したり、
美しい紅葉を観賞したり、金山ならではの街並み
を歩いたり、美味しいご飯屋さんやおしゃれなカ
フェを巡ったり、自分たちでうどんを一から作っ
たり…。とにかく盛りだくさんの内容でした。そ
れぞれの場面で、たくさんの楽しい、美味しい、
美しいを感じていただけたツアーになったと思い
ます。参加してくれた方からは、｢楽しい２日間に
なった｣｢また金山町に遊びに行きたい｣などのあ
りがたい言葉をいただきました。このような参加
者の声は、私たちチーム道草にとって、本当に嬉
しいものでした。

　毎年春に、金山の魅力を感じてもらえるよう、
新入生向けの町内ツアーを実施し、金山の名所を
ウォークラリー形式で見てまわっています。
　その中で出会ったオススメの場所や人、モノを
若い人にも見てもらえるようピクニックマップ風
にまとめました。大学生目線で、町の魅力を「形」
として残すことができたと思います。
　一連の事業で最初に着手したのがマップだった
ので、事業の進め方など苦労した点もありました。
しかし、町内の各所に置いていたマップがすぐに
無くなる程人気だと聞いて、地域の皆さんの反響
の大きさがすごく嬉しかったです。
チーム道草と金山町、それぞ
れの「楽しい」が合わさった
マップとなっています。役場
などにありますので、まだご
覧になっていない方はぜひ見
ていただきたいです！

＼みちくさしようよ！／

「金山が好き」を伝えたい
感謝の気持ちをプロジェクトに

サークル結成から７年目。メンバーの多くは、ある考えを抱いていました。
「自分たち以外にも、もっと多くの若い人たちに金山の魅力を発信したい――」。
議論の末、彼らの導き出した答えが “かねやまラヴァーズプロジェクト”。
やまがた若者チャレンジ応援事業の支援を受けて、３つの企画を立ち上げました。
ここでは、それぞれのリーダーに想いを聞いていきます。

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
恩
返
し

た
く
さ
ん
の
縁
を
改
め
て
感
じ
て
、

さ
ら
に
金
山
の
こ
と
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
！

近
藤　
ま
り
も
さ
ん
（
３
年
）

色
ん
な
金
山
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ツ
ア
ー

熊
谷　
穣
さ
ん
（
３
年
）

ゆ
た
か

大
学
生
が
感
じ
る
金
山
の
魅
力
を
形
に
！

岡
崎　
空
歩
さ
ん
（
３
年
）

む

そ
ら

企画①

Kaneyama Lovers Fes
か　　　ね　　　や　　　ま ラ　バ　ー　ズ フ　ェ　ス

企画②

Michikusa Travel
み　　　ち　　　く　　　さ ト　ラ　ベ　ル

企画③

道草 MAPS
み ち く さ マ　ッ　プ

①運営スタッフの皆さ
ん　②ゾンビも登場!?
③夢湊列風のよさこい
ソーラン　④遊学の森
with 道草ブース　⑤大
木望歌さん on ステージ

㊤神室ダムでパシャリ！紅葉
真っ盛りの神室の山々にみん
な感動！　㊧谷口銀山の散策
はコウモリに注意。「道草い
きま～す！」 【写真提供（①～⑤）】Photo DAISUKE KURIHARA▲町中心部をメインに手書きで仕上げました！

①

④

③②

⑤



これまでこれから

　サークル発足のきっかけとなった道草ぶ
んこうを拠点に、フィールドワークの学生
を長く受け入れています。縄ない・山菜採
り・自然観察・そば打ちなど、たくさんの
ことを体験してもらいました。
　「のんびり」が地域学習の醍醐味。純粋
に楽しんでもらいたい一心で、学生に難し
いことは求めませんでした。それが、金山
を気に入ってもらえる一因だったかもしれ
ません。大学側の要望で、来年からの受け
入れは打ち切りとなり、運営委員会も解散。
しかし、個人的な繋がりが切れることはあ
りません。皆さんが社会に出てからも「ホ
ッ」としたいときは、また道草ぶんこうを
訪れてほしいと思います。

　チーム道草との出会いは、遊学の森での
山形大学フィールドワークがきっかけ。今
では年の離れた友達のようにプライベート
でも楽しく交流しています。
　道草のみんなの「金山のために何かをや
りたい」という気持ちは、地域にとって本
当にありがたいことだと思います。大きな
イベントだけでなく、地区の小さな祭りな
どにも来てくれます。大いに盛り上げてく
れて、地域の思いにも応えてくれます。
　受け入れる側も「何かしてやれないか」
という気持ちが大切だと感じています。せ
っかく多くの若者が金山に来てくれている
のだから、一生のファンになってもらえた
ら嬉しいですね。

　私は、現メンバーで唯一の金山町
出身者です。チーム道草と出会いは
中学時代。中学３年生時の学習支援
で先輩方に勉強を教えてもらいまし
た。その時は「こんな活動をしてい
る大学生がいるのか」程度しか思っ
ていなかったので、まさか自分が所
属することになり、ましてや代表を
務めることになるなんて思ってもい
ませんでした。
　私のモットーは「みんなで楽し
く！」。先輩からいただいた「自分
たちのスタンスを確立して、伝統な
んか壊してほしい」というエールを

胸に、できることを地道にやってい
きたいと思います。主に最上地域、
特に金山町での地域活動をメインに
しているサークルであるため、出身
者としては正直プレッシャー。私自
身まだまだ金山のことを知らないと
実感しています。地元であるメリッ
トを生かしつつも、客観的に金山町
を見つめ直す機会にもなればと思っ
ています。
　チーム道草はまだまだ可能性を模
索中です。金山の皆さんの「やって
ほしい」をもっともっと教えてほし
いと思います！

　チーム道草の６代目代表を務めま
した。昨年の山形ふるさとＣＭ大賞
のスギオ役が私です。スギオの方が、
町の皆さんには浸透しているかもし
れません（笑）。
　数えてみたら、代表をしていた１
年間で60日間も金山町を訪れてい
ました。我ながらよくこんなに来た
なと感じています。でも、「今日行
きたくないな…」と思ったことは一
度もありません。それは金山の皆さ
んがいつでも温かく迎えてくれたか
ら。ニックネームで呼んでくれる子
どもたちや、気さくに話しかけてく

れるおじいちゃん・おばあちゃんの
存在が、いつしか活動の励みになっ
ていました。年賀状をくれる方もい
て、金山町は第２の故郷だと心から
言える存在です。
　金山での活動を通して、私たち学
生も人間として成長しています。地
域の皆さんと触れあうことで、初々
しかった新入生も自主的に住民の方
と交流できるようになりました。今
では「応援しているよ」と声をかけ
ていただけるようになり、ちょっと
でも私たちに期待してくれているの
かなと嬉しく思います。

広報かねやま　2020.1 ⑧広報かねやま　2020.1⑨

＼みちくさしようよ！／

１年間で金山を訪れた回数は60回
「応援しているよ」の声が活動の励みでした

チーム道草唯一の金山町出身者
皆さんの「やってほしい！」を教えてください

菊地　航平さん

チーム道草 前代表
こう へい

森
の
案
内
人
会

三
上
　
俊
一
さ
ん

し
ゅ
ん
い
ち

道
草
ぶ
ん
こ
う
運
営
委
員
会

須
藤
　
幸
一
さ
ん

こ
う
い
ち

千川原　香林さん

チーム道草 代表
か りん

Interview
 

①

Interview
 

②

【写真提供】Photo DAISUKE KURIHARA

チーム道草がたどる軌跡

それは金山と共に
日々の活動を更新中！皆さんの「やってほ
しい！」をメッセージでお寄せください！
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町政ＮＥＷＳ
　
山
形
大
学
東
北
創
生
研
究
所
と

㈱
で
ん
六
、
そ
し
て
町
が
地
域
農

業
振
興
協
定
を
結
び
、
平
成
30
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
落
花

生
産
地
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
12

月
20
日
、
初
年
度
に
採
れ
た
種
子

か
ら
栽
培
し
た
『
純
金
山
産
』
の

落
花
生
が
、
㈱
で
ん
六
へ
出
荷
さ

れ
ま
し
た
。

　
12
月
11
日
に
は
、
生
産
者
の
ほ

か
、
３
者
協
定
を
結
ぶ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
ら
で
構
成
さ
れ
る
町
新
産
地

開
発
協
議
会
（
青
柳
栄
一
会
長
）

の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
反
省
点

や
今
後
に
向
け
た
対
策
を
協
議
。

「
収
量
は
３
倍
程
度
増
加
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
。
単
収
も
目

標
に
到
底
届
い
て
い
な
い
」
な
ど

と
、
厳
し
い
意
見
も
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
一
方
今
年
度
は
、
追
い
風
と
な

る
支
援
も
。
新
庄
信
用
金
庫
と
同

協
議
会
が
挑
戦
す
る
国
産
落
花

生
の
新
産
地
化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
構
築
事
業
に
対
し
、
日
本
財

団
「
わ
が
ま
ち
基
金
」
と
し
て
、

１
，
０
０
０
万
円
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
新
庄
信
金
の
後
押
し
も
あ

り
、
地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

く
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
は
栽
培
３
年
目
。
作
っ

て
み
た
い
！
と
い
う
声
も
増
え
て

い
る
よ
う
。「
多
方
面
か
ら
応
援

を
い
た
だ
い
て
い
る
事
業
。
ぜ
ひ

一
人
で
も
多
く
の
方
に
生
産
し
て

ほ
し
い
」
と
、
青
柳
会
長
は
話
し

て
い
ま
し
た
。

め
づ
く
り
事
業
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
成
果
は
い
か
に

２
年
目
の
ビ
ー
ナ
ッ
ツ
が
出
荷

ま
　
長
き
に
わ
た
る
様
々
な
地

域
活
動
が
評
価
さ
れ
、
三
上

一
雄
さ
ん
（
柳
原
）
が
令
和

元
年
度
自
治
会
等
地
縁
に
よ

る
団
体
功
労
者
総
務
大
臣
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
上
さ
ん
は
平
成
11
年
か

ら
18
年
間
に
わ
た
り
柳
原
区

長
と
し
て
地
区
振
興
に
尽

力
。平
成
19
年
か
ら
６
年
間
、

　
平
成
10
年
か
ら
教
育
委
員

長
３
期
を
含
む
長
き
に
わ
た

り
町
教
育
委
員
を
務
め
ら
れ

た
阿
部
由
里
子
さ
ん（
片
貝
）

の
退
任
に
と
も
な
い
、
新
た

に
小
向
達
之
さ
ん
（
楢
台
）

が
町
教
育
委
員
会
教
育
委
員

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
令
和
５
年
12
月
10
日
ま
で

の
４
年
間
で
す
。

町
区
長
公
民
館
長
連
絡
協
議

会
会
長
、
町
青
少
年
育
成
町

民
会
議
会
長
に
就
き
、
町
全

体
の
振
興
に
も
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
柳
原
番
楽
の

保
存
継
承
に
力
を
注
い
で
い

る
ほ
か
、
幅
広
い
年
代
の
地

域
交
流
の
旗
振
り
役
を
担
う

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
明
安
小
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
在
任
中
で
あ
る
小

向
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
と

ふ
れ
合
う
機
会
は
あ
る
が
、

教
育
に
関
し
て
深
く
考
え
る

機
会
が
少
な
か
っ
た
。
次
世

代
の
子
ど
も
達
に
と
っ
て
何

が
一
番
な
の
か
を
考
え
て
い

き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
金
山
町
の
景
観
施
策
の
根
幹
を

支
え
る
「
街
並
み
（
景
観
）
づ
く

り
１
０
０
年
運
動
」。
そ
の
提
唱

時
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
町

景
観
審
議
会
専
門
委
員
の
林
寛
治

さ
ん
、
片
山
和
俊
さ
ん
、
住
吉
洋

二
さ
ん
が
こ
の
た
び
、
著
書
「
ま

ち
づ
く
り
解
剖
図
鑑
」
を
出
版
さ

れ
ま
し
た
。
金
山
に
お
け
る
約
40

年
の
試
み
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
12
月
５
日
に
は
、
３
名
が
町
役

場
を
訪
れ
、「
若
手
の
職
員
を
中

心
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
ほ

し
い
」
と
町
に
１
５
０
部
を
寄
贈

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
な
お
本
著
書

は
、
全
国
の
書
店
で
一
般
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
片
山
さ
ん
は
、
３
名
を
代
表
し

て
「
街
並
み
（
景
観
）
づ
く
り
１

０
０
年
運
動
も
ま
だ
道
半
ば
。
本

書
を
読
ん
で
、
次
世
代
が
こ
の
物

語
の
続
き
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と

想
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
鈴
木
町

長
は
「
景
観
と
あ
わ
せ
て
、
本
著

書
も
町
の
貴
重
な
財
産
だ
」
と
応

え
ら
れ
ま
し
た
。

た
に
小
向
達
之
さ
ん
が
教
育
委
員
に

「
次
世
代
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
く
」

新

き
に
わ
た
り
地
域
振
興
に
大
き
く
貢
献

三
上
一
雄
さ
ん
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

長

山
で
の
試
み
を
「
ま
ち
づ
く
り
解
剖
図
鑑
」
に

景
観
審
議
会
専
門
委
員
の
３
名
が
著
書
を
町
に
寄
贈

金
　
長
く
選
挙
の
管
理
や
啓
発

に
尽
力
さ
れ
た
と
し
て
、
町

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の

星
川
昭
男
さ
ん
（
十
日
町
）

に
、
総
務
大
臣
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
星
川
さ
ん
は
平
成
15
年
に

町
選
挙
管
理
委
員
に
就
任
。

平
成
23
年
か
ら
は
委
員
長
と

し
て
、
現
在
に
至
る
ま
で
、

町
の
高
い
投
票
率
の
維
持
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
感
謝
状
の
伝
達
を
受
け
て

星
川
さ
ん
は「
選
挙
管
理
委

員
の
皆
さ
ん
の
協
力
あ
っ

て
」と
謙
遜
。ま
た
、「
投
票

率
80
％
を
目
指
し
て
、
若
年

層
の
さ
ら
な
る
投
票
を
促
し

て
い
き
た
い
」
と
、
今
後
の

目
標
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

挙
制
度
１
３
０
年
周
年
を
記
念
し

星
川
昭
男
さ
ん
が
総
務
大
臣
感
謝
状

選

　
長
年
に
わ
た
り
保
健
衛
生

業
務
に
寄
与
し
、
そ
の
功
績

が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
し

て
、西
田
忠
一
さ
ん（
田
屋
）

が
保
健
衛
生
関
係
功
労
者
山

形
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
西
田
さ
ん
は
、
平
成
10
年

か
ら
町
衛
生
組
合
連
合
会
の

理
事
や
会
長
を
歴
任
。
平
成

30
年
か
ら
は
、
県
保
健
環
境

活
動
団
体
連
合
会
会
長
に
就

任
さ
れ
、
全
県
的
に
広
く
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
田
さ

ん
は
受
賞
に
際
し
、「
多
く

の
協
力
や
応
援
が
あ
っ
て
の

受
賞
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
を

忘
れ
ず
、
で
き
る
限
り
の
仕

事
を
し
て
い
く
」
と
喜
び
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

健
衛
生
関
係
功
労
者
山
形
県
知
事
表
彰
を
受
賞

町
衛
連
の
会
長
を
務
め
る
西
田
忠
一
さ
ん

保

12
月
11
日
に
は
鈴
木
町
長
か
ら
直
接
辞
令

が
交
付
さ
れ
た

12
月
５
日
に
鈴
木
町
長
を
訪
問
し
、
受
賞
を

報
告
さ
れ
た

12
月
２
日
に
鈴
木
町
長
を
訪
問
し
、
受
賞

を
報
告
さ
れ
た

11
月
27
日
に
は
、
山
形
市
内
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た

12
月
20
日
は
生
産
者
９
名
で
出
荷
作
業
を

行
い
、
約
３
ト
ン
が
金
山
を
旅
立
っ
た

ゆ
　
り
　
こ

ち
ゅ
う
い
ち

た
つ
ゆ
き

か
ず
と
し

か
ん
じ

よ
う

じ

あ
き
お

か
ず
お

え
い
い
ち

た
つ
ゆ
き

あ
き
お

ち
ゅ
う
い
ち

か
ず
お

㊤
寄
贈
い
た
だ
い
た
「
ま
ち
づ
く
り
解
剖
図

鑑
」。
そ
の
名
の
通
り
、
全
ペ
ー
ジ
図
解
さ

れ
読
み
や
す
い　
㊨
３
名
の
専
門
委
員
の
想

い
と
と
も
に
鈴
木
町
長
に
直
接
寄
贈
さ
れ
た



まちの
わだい
身近なわだい、お寄せください。　
総務課 広報情報係　☎５２－２１１１（内線２２５）

　金山町柔道連盟主催の金山選手権大会が12月７日、新
庄南高校金山校武道場館で開かれました。一昨年、金山ま
つり柔道大会が長い歴史に幕を閉じましたが、再び畳の上
で子どもたちのきらめきを取り戻したいと、２回目の開催。
昨年の大会以降、子どもたちは齊木師範の胸を借りて、成
長の姿を見せ、庄司倭さん（板橋）が優勝を果たし、会場
には大歓声が湧きあがりました。

やまと

　町内の国道除雪を請け負う白岩土木建築㈱が毎年開催し
ている冬季交通安全教室が12月17日、金山防災除雪ステ
ーションで開かれました。冬空のもと、認定こども園めご
たま年長児が参加し、ロータリー除雪車や除雪グレーダー
など５種類の車を見学。乗車のうえ操作を体験したり、死
角を確認していました。園児たちは「除雪車の近くには行
かない！」と大きな声で約束していました。

　12月13日、明安小学校の伝統行事「しめ飾りづくり」
が行われました。「しめ飾りは新年を幸せに過ごすための
もの」と聞いた児童らは、いっそう真剣な表情に。地域の
皆さんと一緒に丁寧に製作していました。６年生のみんな
は「毎年作ったけど、やっぱり難しい。手伝ってもらって
何とか完成した」と口を揃えていました。しめ飾りは一人
暮らし高齢者の方々にもプレゼントされました。

けんえい

　町女性団体連絡協議会が主催する第43回金山町「家庭
の日」運動推進大会が12月１日、中央公民館で開催され、
庭月観音住職の庭崎賢恵さん（鮭川村）が講演されました。
庭崎住職は「雪によって心が鍛えられている東北の人には、
礼節と品格がある」と話し、みちのくのこころについて説
法。また、庭月の月うさぎ伝説を読み聞かせるなど、家庭
や地域のつながりを考える良い機会となりました。

　11月26日、ソーシャル＆エコマガジン「ソトコト」編
集長の指出一正さんをマスターに迎え、「語り場・スナッ
ク指出」がオープンしました。会場のカネカ蔵カフェには、
平日の夜にもかかわらず、町内外から多くの人。指出さん
からは、全国各地の地域課題などを事例として紹介いただ
きました。参加者らは、愛する地域を想う相談をぶつける
など、「地域のいま」を共有した時間となりました。

さしで かずまさ
　新庄南高校金山校２年生が12月８～12日の５日間、修
学旅行で台湾を訪れ、初めての海外で見識を広げました。
ノスタルジックな雰囲気の街並みで知られる九份などを見
学したほか、現地の高校生とも交流。最初は緊張していた
生徒たちも次第に打ち解け、最終的には連絡先を交換する
ほどに。金山校としても台湾への修学旅行は初。生徒らの
パスポート取得などのため、町でも一部を助成しました。

キュウフン

わへい
　年の瀬迫る12月11日、有屋小学校の全校児童が門松づ
くりに挑戦しました。西田和平さん（羽場）の指導のもと、
６班に分かれて製作。縄結びや飾り付けに苦戦しながらも、
立派なオリジナル門松が完成しました。児童らは「難しか
ったけどよくできた。地域の皆さんに見てもらえて嬉しい」
と出来栄えに満足そうな様子。門松は有屋地域の公民館と
学校に飾られます。

▼「あれこれ、わいわい」と和やかに議論を交わした

▲「ここまで動くんだね」と操作しながら死角も確認する園児

▼西田さんや先生方の手助けを受けながら協力して製作

▲町外の柔道連盟の先生方も駆け付けて選手たちを応援した

▲おじいちゃんやおばあちゃんに手伝ってもらいながら完成

新庄南金山校２年生が修学旅行
初めてのことだらけでドキドキの台湾へ

新年を幸せに迎えるために
有屋小でオリジナル門松づくり

これからも柔道に親しんで
「金山選手権大会」昨年に引き続き開催

白岩土木建築が冬季交通安全教室
めごたま年長児が雪道の注意点を学ぶ

家族の絆について考える
「家庭の日」運動推進大会

明安小伝統の「しめ飾りづくり」
一人暮らし高齢者の方にもプレゼント
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1

２ ３

４

１_町交通安全母の会による啓発活動　２_庭月観音の庭崎住職
が講演　３_星川恵子さんが大会宣言を　４_認定こども園めご
たま年長児が「金山小唄踊り」を披露

蔵カフェで「語り場スナック」
マスターはソトコト編集長の指出さん

さ し で

▼交流した鼓山高級中学の生徒と集合写真
グシャン



第
20
回
神
室
雪
ま
つ
り

沖
縄
の
児
童
が
神
室
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー
体
験

広
報
か
ね
や
ま
が
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選

第
55
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
で
金
山
中
ス
キ
ー
部

が
大
会
史
上
初
の
男
子
リ
レ
ー
４
連
覇

第
36
回
学
童
ス
キ
ー
大
会

第
62
回
白
銀
少
年
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

第
72
回
金
山
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

ス
キ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
in
神
室
を
開
催

町
内
小
学
校
で
入
学
式 

新
入
生
39
人
が
門
出

か
ね
や
ま
ハ
ウ
ス
が
旧
金
山
保
育
園
に
移
転

イ
タ
リ
ア
食
科
学
大
学
の
大
学
院
生
が
町
で
研
修

春
の
風
物
詩
「
大
堰 

鯉
の
放
流
」

平
成
最
後
と
な
る
春
季
消
防
演
習

新
体
制
で
金
山
町
議
会
５
月
臨
時
会

「
か
ね
や
ま
街
市
」
で
町
中
心
部
が
大
賑
わ
い

町
と
金
山
・
新
庄
郵
便
局
が
災
害
時
の
対
応
や
高
齢
者

等
の
見
守
り
に
関
し
て
ま
と
め
た
協
定
を
締
結

藻
谷
浩
介
さ
ん
が
金
山
中
生
徒
を
前
に
講
演

町
小
体
連
陸
上
大
会

夏
の
参
院
選
に
向
け
金
山
校
生
徒
が
啓
発
活
動

寿
大
学
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

町
ゆ
か
り
の
ハ
ー
プ
奏
者
が
蔵
史
館
で
コ
ン
サ
ー
ト

有
屋
小
学
校
で
伝
統
の
相
撲
大
会

町
消
防
操
法
大
会
で
柳
原
消
防
団
が
５
連
覇

20
日

17
日

29
日

30
日

２
日

24
日

１
日

16
日

17
日

７
日

11
日

26
日

29
日

１
日

３
日

27
日

31
日

５
日

11
日

20
日

27
日

29
日

30
日
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広報かねやまで撮影した写真とともに１年を振り返ります！

平成31年 令和元年

１月11日から開催された県中
学スキー大会で、金山中が男女
総合５連覇を達成しました。

１月

３月１日、町公式ホームページ
を全面リニューアル。金山らし
いトップページデザインに。

３月

５月３日、かねやま街市を開催。
歩行者天国の七日町通りは、大
いに賑わいました。

５月

２月18日、金山小５・６年生が、
金山こども食堂で得た利益を町
に寄附されました。

２月

４月28日、街なかライトアッ
プ点灯式が行われ、中心部があ
たたかな灯りで包まれました。

４月

６月30日、町消防操法大会に
おいて、第７分団第１部第２班
（柳原）が前人未到の５連覇。

６月

７月７日、第８回ふれスポ大会
から、大縄跳びとティーボール
が新種目になりました。

９月29日、第44回とこみどり
マラソン大会から、街なかを通
るコースに一部変更しました。

11月１日、健康長寿の集いに
は、たくさんの一人暮らし高齢
者の皆さんが交流されました。

10月14日、岸宏一先生の生前
のご功績をたたえて建立された
胸像が、お披露目されました。

７月９月11月

８月10月12月

８月25日、第24回町民ゴルフ
大会では、岸三郎兵衞さんが初
優勝を果たしました。

さ ぶ ろ う べ い
12月17日、町交通安全母の会
の松田聖子会長が、新庄警察署
長にリースを贈呈しました。

せ い こ

皆さんにとって2019年はどんな年でしたか？
５月に元号が「平成」から「令和」に変わるなど、大きな節目の年になりました。
今年2020年は記念すべきオリンピックイヤー。夢と希望あふれる大会になることが期待されます。
町でも、町民の皆さんが夢や希望、そして安心感を持って、
生涯にわたり住み続けたいと思えるまちづくりを進めていきます。

２月３月４月５月６月 １月
７
日

11
日

18
日

27
日

31
日

３
日

14
日

１
日

４
日

14
日

29
日

１
日

５
日

13
日

14
日

18
日

２
日

３
日

４
日

９
日

13
日

22
日

１
日

８月９月10月11月12月 ７月

―――――――――    2 0 1 9    ―――――――――

第
８
回
健
康
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

全
国
中
山
間
地
域
振
興
対
策
協
議
会
現
地
研
究
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
木
の
建
築
フ
ォ
ラ
ム
が
金
山
を
視
察

３
回
目
と
な
る
「
め
ご
た
ま
マ
ル
シ
ェ
」

新
庄
南
高
金
山
校
が
全
国
小
規
模
校
サ
ミ
ッ
ト
参
加

数
千
本
が
咲
い
た
金
山
向
日
葵
ま
つ
り
（
荒
屋
地
区
）

令
和
初
の
金
山
町
成
人
式

金
山
ま
つ
り
開
催
（
16
日
ま
で
３
日
間
）

地
震
や
大
雨
の
発
生
を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練

３
年
目
と
な
る
「
か
ね
や
ま
大
楽
校
」
が
開
校

須
藤
信
一
さ
ん
が
金
山
町
教
育
長
に
就
任

第
44
回
と
こ
み
ど
り
マ
ラ
ソ
ン
大
会

中
国
華
中
科
技
大
学
の
学
生
ら
が
町
で
国
際
Ｗ
Ｓ

ま
ち
づ
く
り
会
社
「
㈱
こ
こ
か
ら
」
設
立

子
供
伝
統
芸
能
発
表
会

台
風
接
近
に
よ
り
産
業
ま
つ
り
が
２
年
連
続
の
中
止

岸
宏
一
先
生
の
胸
像
が
役
場
駐
車
場
脇
に
建
立

齋
藤
茂
吉
文
化
賞
受
賞
の
樋
口
勝
也
さ
ん
が
彫
刻
展

旧
谷
口
分
校
跡
地
に
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
樹

公
民
館
大
会
・
生
涯
学
習
推
進
大
会

Kaneyam
a lovers fes

を
め
ご
た
ま
園
舎
で
開
催

芸
術
文
化
協
会
舞
台
発
表
会

職
場
体
験
学
習
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
」

大
堰 

鯉
の
越
冬
作
業

除
雪
班
・
ス
キ
ー
場
従
業
員
結
団
式

第
43
回
「
家
庭
の
日
」
運
動
推
進
大
会

し
ん
い
ち
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屋根の雪下ろしを行う際は、「大丈夫だろう」
と思わずに、服装も心構えも万全にして臨み
ましょう。

2019年度は、明安小学校の事業が採択。
撮影機材を購入し、子ども歌舞伎の稽古など
に役立ちました！

お知らせ掲示板

愛
玩
鳥
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
へ

　
愛
玩
鳥
の
う
ち
、鶏
、あ
ひ
る（
ア
イ
ガ
モ
、

フ
ラ
ン
ス
鴨
を
含
む
）、
う
ず
ら
、
き
じ
、
ほ

ろ
ほ
ろ
鳥
、
だ
ち
ょ
う
、
七
面
鳥
を
１
羽
で
も

飼
育
さ
れ
て
い
る
方
は
、
飼
育
羽
数
な
ど
を
県

知
事
へ
定
期
報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
最

近
飼
い
始
め
た
方
や
今
ま
で
報
告
し
た
こ
と
の

な
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
最
上
総
合
支
庁 

家
畜
保
健
衛
生
課

　
　
☎
29

－

１
３
５
７

ゆ
め
り
あ
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
】

▼
日
時　
２
月
１
日
（
土
）
10
時
〜
15
時

▼
会
場　
ゆ
め
り
あ 

１
階
大
廊
下

▼
内
容　
手
作
り
品
の
展
示
・
販
売

▼
出
店　
１
ブ
ー
ス
５
０
０
円
（
電
話
申
込
）

【
第
10
回
記
念
ゆ
め
り
あ
新
春
寄
席
】

▼
日
時　
２
月
８
日
（
土
）
18
時
開
場

▼
会
場　
ゆ
め
り
あ 

２
階
ホ
ー
ル
・
ア
ベ
ー
ジ
ュ

▼
出
演　
柳
家
〆
治
氏
、
林
家
楽
一
氏

▼
費
用　
入
場
料
１
，
０
０
０
円

▼
定
員　
93
名
（
電
話
申
込
）

問　
最
上
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

ゆ
め
り
あ

　
　
☎
28

－

８
８
８
８

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の

求
職
申
込
方
法
が
変
わ
り
ま
す

▼
方
法　
①
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
又
は

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
登
録
／
②
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
内
の
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
登
録

※
従
来
の
求
職
申
込
書
に
よ
る
登
録
も
可
能
で

す
が
、
お
待
ち
い
た
だ
く
時
間
が
長
く
な
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
庄　
☎
22

－

８
６
０
９

登
記
の
ご
相
談
は

毎
週
火・水・木
曜
日
で
す

　
山
形
地
方
法
務
局
新
庄
支
局
で
は
、
売
買
や

相
続
な
ど
の
不
動
産
登
記
に
つ
い
て
の
相
談

を
、
毎
週
火
・
水
・
木
曜
日
に
予
約
制
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
日
に
ち
と
時

間
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
予
約
が

な
い
と
き
又
は
月
・
金
曜
は
実
施
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問　
山
形
地
方
法
務
局 

新
庄
支
局

　
　
☎
22

－

７
５
２
８

司
法
書
士
無
料
相
談
所

▼
日
時　
１
月
16
日
・
２
月
20
日
・
３
月
19
日

　
　
　
　
・
４
月
16
日　
18
時
〜
20
時

▼
場
所　
山
形
県
司
法
書
士
会
（
山
形
市
）
ほ
か

▼
方
法　
面
談
に
よ
る
相
談
（
相
談
無
料
）

▼
申
込　
開
催
日
の
前
日
ま
で
電
話
申
込

問　
山
形
県
司
法
書
士
会

　
　
☎
０
２
３

－

６
４
２

－

３
４
３
４

庄
内
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
日
時　
１
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
学
科　
金
属
技
術
科

問　
県
立
庄
内
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
２
３
４

－

３
１

－

２
７
０
０

金
山
町
政
策
顧
問
の

皆
川
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

　
皆
川
芳
嗣
さ
ん
を
金
山
町
政
策
顧
問
と
し
て

再
任
し
、
11
月
27
日
に
は
金
山
杉
製
の
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
委
嘱
期
間
は
、
令
和
元

年
10
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で
の

３
年
間
。
引
き
続
き
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
意
見

を
交
え
な
が
ら
、
活
力
あ
る
町
、
愛
着
と
誇
り

の
持
て
る
町
を
目
指
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
す
。

問　
役
場
総
合
政
策
課

　
　
☎
52

－

２
１
１
１
（
内
線
２
３
０
）

あ
な
た
の
チ
カ
ラ

消
防
団
で
活
か
し
ま
せ
ん
か
？

　
消
防
団
は
、
火
災
や
災
害
発
生
時
の
消
火
活

動
だ
け
で
な
く
、平
常
時
も
地
域
の
た
め
に
色
々

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
に
は
町
民
の

皆
さ
ん
の
チ
カ
ラ
が
必
要
で
す
。
消
防
団
に
入
っ

て
い
な
い
あ
な
た
も
、
消
防
団
で
活
躍
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
入
団
を
大
歓
迎
し
ま
す
。

問　
役
場
町
民
税
務
課 

く
ら
し
安
全
係

　
　
☎
52

－

２
１
１
１
（
内
線
２
４
６
）

よ
し
つ
ぐ

皆川芳嗣 町政策顧問
よしつぐ

　マイナンバーカードは、顔写真付きのICカ
ードで、身分証明書として利用できるほか、
e-TAXなどの電子申請に利用できるカードです。
カード裏面にマイナンバーが記載されており、
カード１枚で本人確認とマイナンバーの確認が
できますので、確定申告を行う際に便利です。

　このマイナンバーカードは、
希望者からの申請により発行さ
れ初回の手数料は無料となって
います。申請から発行されるま
で、１ヶ月程度かかりますので、

確定申告等で利用さ
れる予定がある方は
日にちに余裕をもっ
て申請ください。

　雪による事故被害の原因でもっとも多いのは、自宅な
どの屋根の雪下ろし作業中の事故。特に高齢者の方が事
故に遭うケースが多くなっています。８つのポイントに
注意して、雪下ろし作業は安全に行いましょう。また、
除雪機での作業も十分注意しましょう。 　2001年に創設された

「公益信託荘内銀行ふるさ
と創造基金」。地域住民と
一体となった社会教育的な
活動、県内に伝わる文化的
な活動などを助成対象とす
る基金であり、豊かな地域
を築くため、自主的・主体
的な活動に取り組む団体を
支援するものです。

つくりませんか？
マイナンバーカード（個人番号カード）

問 役場町民税務課 住民係
☎52－2111（内線251）

問 公益信託荘内銀行ふるさと創造基金 事務局
　 ☎0235－28－2437

１月10日㊎から２月９日㊐は「雪害事故防止強化月間」

安全な雪下ろし作業『８つのポイント』
① 気温が高い時は屋根の雪のゆるみに注意！
② ヘルメットを着用し安全な服装で作業しましょう！
③ 転落防止のため命綱を使いましょう！
④ はしごはしっかり固定しましょう！（足元も先端も）
⑤ 使いやすい除雪道具を使いましょう！
⑥ ２人以上で作業しましょう！（携帯電話を持って）
⑦ 無理な作業はやめましょう！（休憩をとりながら）
⑧ 足場はいつも注意！（軒先は危険。足場は慎重に）

2020年度分を募集！
「公益信託荘内銀行ふるさと創造基金」

募 集 締 切

助成対象期間
および

助成対象活動

助 成 金 総 額

助成決定時期

申請書入手方法

２月20日（木） ※当日必着

1,000万円程度（１件10～40万円程度）

４月下旬～５月上旬

荘内銀行金山支店または荘内銀行のホームページから

2020年４月１日から2021年３月31日までに行われる
・学校における教育的な活動
・地域住民と一体になった社会教育的な活動
・県内に伝わる文化的な活動
※宗教的、政治的宣伝意図を有するもの及び営利を目的とするものは除く

こちら防災やまがた 検 索



「図書室だより」中央公民館内　9：00 ▶  16：00

オニのオニガワラさんはサラリーマン。出雲に出
張に行きます。千年万年昔から続く年に一度の神
様の集い「神様サミット」での仕事です。子ども
たちから「連れてって」と言われても、お仕事だ
から連れていけません。なぜ神様の会議なのにオ
ニが手伝いに行かなくてはならないのでしょう
か。それは会場警備のため。稲佐の浜に来てみれ
ば、神様たちが波をかき分け、風に乗り、ぞくぞ
くと押し寄せて参ります。この空、神様以外は通
行禁止なのに、ほうきに乗った魔女や、サンタク
ロースまでいるから仕事が大変。やっと一息つい
たら何やらまた空から飛んで来た。一体誰が？

『
Ｉ
の
悲
劇
』

（
米
澤
穂
信
／
文
芸
春
秋
）

一
度
死
ん
だ
村
に
、
人
を
呼
び
戻

す
。
そ
れ
が
「
甦
り
課
」
の
使
命

だ
。Ｉ
市
長
肝
い
り
Ｉ
タ
ー
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
公
務
員
た
ち
が
向

き
合
っ
た
の
は
、
一
癖
あ
る
「
移

住
者
」
た
ち
と
、
彼
ら
の
間
で

次
々
と
発
生
す
る「
謎
」だ
っ
た
。

徐
々
に
明
ら
か
に
な
る
、
限
界
集

落
の
「
現
実
」。
そ
し
て
静
か
に

待
ち
受
け
る
「
衝
撃
」。
移
住
者

た
ち
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る

の
は
…
。

『
ツ
ナ
グ 

想
い
人
の
心
得
』

（
辻
村
深
月
／
新
潮
社
）

も
う
一
度
あ
の
人
に
会
え
る
と
し

た
ら
、
あ
な
た
は
何
を
伝
え
ま
す

か
？
―
一
生
に
一
度
だ
け
の
死
者

と
の
再
会
を
叶
え
る
使
者
「
ツ
ナ

グ
」。
長
年
に
わ
た
っ
て
務
め
を

果
た
し
た
最
愛
の
祖
母
か
ら
歩
美

は
使
者
と
し
て
の
役
目
を
引
き
継

い
だ
。
７
年
経
ち
、
依
頼
を
受
け

る
彼
の
も
と
に
、
亡
き
人
と
の
面

会
を
望
む
人
が
訪
れ
る
。
依
頼
者

は
、
誰
に
も
言
え
ぬ
想
い
を
胸
に

秘
め
て
。

「森の子ども図書コーナー」
交流サロンぽすと内

№168

広報かねやま　2020.1 ⑱広報かねやま　2020.1⑲

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
三
五
回

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
三
五
回

か
ね
や
ま
紅
風
会

か
ね
や
ま
紅
風
会

ぶ
ん
げ
い

星
川
　
き
え
子

枯
葉
舞
い
カ
サ
リ
と
過
去
を
連
れ
戻
す

見
学
の
秋
日
に
映
ゆ
る
花
火
館

岸
　
　
あ
き
子

秋
深
き
上
台
峠
虹
の
橋

園
児
ら
の
歓
声
聞
こ
ゆ
り
ん
ご
園

高
橋
　
　
洋
子

ご
近
所
の
秋
の
お
茶
会
蔵
座
敷

靄
の
帯
紅
葉
に
流
る
雨
上
が
り

鵜
沼
　
よ
し
子

里
山
の
鎮
ま
り
木
の
実
時
雨
か
な

満
身
に
夕
日
を
と
ど
め
菊
摘
め
り

阿
部
　
サ
タ
エ

幸
せ
を
噛
み
し
め
て
い
る
今
年
米

満
月
や
生
絹
の
ご
と
く
雲
を
着
て

も
や

す
ず
し

荒
　
屋
　
阿
部
　
　
勝
子

秋
深
し
亡
夫
へ
土
産
の
駄
菓
子
買
ふ

も
っ
て
菊
先
ず
は
夫
へ
供
へ
け
り

荒
　
屋
　
関
　
　
喜
美
子

あ
れ
こ
れ
と
急
か
す
小
春
日
刻
待
た
ず

茶
に
誘
ひ
沢
庵
漬
の
味
自
慢

菅
　
越
　
庄
司
　
け
み
子

帽
子
か
ら
は
み
出
す
耳
や
冬
に
入
る

そ
よ
風
や
水
面
に
燃
ゆ
る
枝
紅
葉

七
日
町
　
青
柳
　
キ
エ
子

み
ち
の
く
の
情
け
に
ふ
れ
し
冬
の
旅

風
た
ち
て
枯
葉
の
お
ど
る
散
歩
道

七
日
町
　
柴
田
　
　
栖
静

木
枯
し
や
並
木
の
道
を
舞
ひ
歩
き

暮
早
し
夕
日
に
染
ま
る
街
灯
り

羽
　
場
　
坂
本
　
徳
太
郎

名
月
や
イ
モ
ク
リ
冠
し
足
ば
や
に

追
討
を
捨
て
ゝ
初
雪
消
え
去
れ
り

上
　
台
　
阿
部
　
　
一
歩

閑
散
と
村
も
静
か
な
冬
構
へ

老
い
ゆ
く
は
淋
し
き
も
の
よ
年
の
暮

七
日
町
　
村
松
　
　
枩
風

窓
越
し
や
名
残
の
空
へ
掌
を
合
は
す

義
理
ひ
と
つ
果
た
し
て
帰
る
歳
の
暮

と
き

み
な
も

あ
か

つ　
ま

東京金山会通信 №９

東京金山会 広報担当（藤山善夫）
☎080－5525－0435
　fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

問
い
合
わ
せ

　11月22日、第17回最上地域ふるさと連合会総会
が開催されました。当日、東京はあいにくの雨模様
でしたが、会場のホテルラングウッドには「最上地
域ふるさと連合会」の会員の皆さんなど133名が集
いました。金山町からも、鈴木洋町長と丹敏雅総合
政策課長がご参加くださいました。
　東京金山会からは15名が参加し、ふるさと応援
隊としてのそれぞれの活動や近況などを報告しあ
い、親睦を深めてきました。
　最上地域出身の皆様とは、様々な活動を通してお
会いする機会も多く、懐かしい方言や思い出話など
の共通点も多いことから、いつも家族的で和やかな
集まりになっています。
　最近、ショートメールでコメントをいただけるよ
うになりました。本当にありがたいことです。これ
からも、皆様方のご意見やご要望をお待ちしており
ますので、気軽にご連絡ください！

●執筆担当 藤山の一言！
　先日、故郷金山の実家から新米が届きました。
毎年の事ですが、この時期になると20数年前の事
を思い出します。日本中からお米が無くなりました
（少し大げさですか？）。おかげさまで、我が家は実
家からのお米があり、不自由しませんでしたが、ス
ーパーやお米屋さんではタイ米との抱き合わせの販
売しかなくて世の中パニック状態でした。
　毎日当たり前に食べているお米ですが、日本の農
家さんに感謝ですね！

東京金山会のページに
アクセス！

最
上
地
域
ふ
る
さ
と
連
合
会
第

17
回
総
会
・
懇
親
会
の
様
子
。

我
ら
が
東
京
金
山
会
の
大
場
会

長
も
壇
上
で
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま

し
た
。

今月は10冊の新刊本が入荷！

富安陽子／文
大島妙子／絵
福音館書店

オニのサラリーマン
しゅっちょうはつらいよ

　
健
康
で
元
気
に
老
後
を
過
ご
す
た

め
に
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
や
規
則

正
し
く
食
事
を
す
る
こ
と
が
、
非
常

に
大
切
で
す
。
高
齢
に
な
っ
て
く
る

と
体
が
不
自
由
に
な
っ
た
り
、
食
事

の
内
容
が
偏
っ
た
り
、
栄
養
が
十
分

に
と
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
く
な
っ

て
き
ま
す
。

【
高
齢
期
の
食
欲
不
振
の
原
因
】

・
活
動
量
の
低
下

・
噛
む
力
・
飲
み
込
む
力
の
低
下

・
義
歯
の
不
具
合

【
高
齢
者
の
低
栄
養
】

①
偏
り
が
ち
な
食
生
活
に
よ
る
食
事

摂
取
量
の
減
少
。

②
加
齢
に
よ
る
消
化
機
能
の
低
下
。

③
体
に
必
要
な
栄
養
素
の
不
足
。

⇐

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
た
ん
ぱ
く
質
が
、
欠

乏
し
た
状
態
↓「
低
栄
養
」と
い
う
。

【
高
齢
期
に
不
足
し
が
ち
な
欠
乏
症
】

●
た
ん
ぱ
く
質

・
体
力
・
免
疫
力
を
上
げ
る
。

・
血
管
が
細
く
な
り
、
脳
卒
中
の
危

険
性
が
高
ま
る
の
を
予
防
。

《
た
ん
ぱ
く
質
の
多
い
食
品
》

肉
類・魚
介
類・卵
類・大
豆
製
品・

乳
製
品
　

●
食
物
繊
維

・
便
秘
予
防
に
つ
な
が
る
。

《
食
物
繊
維
の
多
い
食
品
》

豆
・
穀
類
・
野
菜
・
き
の
こ
・
こ

ん
に
ゃ
く
・
海
藻

●
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

・
鉄
の
吸
収
を
高
め
る
。

・
抗
酸
化
作
用
。

・
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
生
成
に
必
須
。

《
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
多
い
食
品
》

果
物
・
芋
類
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

●
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

・
骨
を
健
康
に
保
つ
。

・
体
温
や
血
圧
を
調
整
す
る
。

《
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
多
い
食
品
》

大
豆
製
品
・
木
の
実
・
海
藻

●
鉄

・
貧
血
予
防
。
認
知
力
低
下
予
防
。

《
鉄
分
の
多
い
食
品
》

赤
身
肉
・
レ
バ
ー
・
海
藻
な
ど

●
カ
ル
シ
ウ
ム

・
健
康
な
骨
と
歯
を
作
る
。

・
精
神
を
安
定
さ
せ
る
。

《
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
品
》

乳
製
品
・
葉
菜
類
・
小
魚

●
亜
鉛

・
味
覚
障
害
や
皮
膚
炎
の
予
防
。

・
感
染
症
の
予
防
。

《
亜
鉛
の
多
い
食
品
》

牡
蠣
・
牛
肉
・
ご
ま
な
ど

※
栄
養
管
理
に
間
食
は
効
果
的
！

果
物
や
乳
製
品
、
芋
類
な
ど
を
上
手

に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

【
お
わ
り
に
】

　
食
は
命
の
源
で
す
。

　
ご
高
齢
者
、
ご
家
族
や
介
助
者
の

方
々
の
参
考
に
、
そ
し
て
今
後
に
繋

が
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
。

町立金山診療所だより

っとクリニック vol.131ほ
介護予防の第一歩は食事から!
「高齢者の栄養管理」について

町立金山診療所 管理栄養士　柿崎真貴
ま　　き



　
新
庄
か
ら
金
山
に
ぬ
け
る
上
台
峠
か
ら
望
む
金
山
三
峰
。
そ
の

ひ
と
つ
、
最
も
西
に
位
置
す
る
薬
師
山
の
麓
に
飛
森
地
区
は
あ
り

ま
す
。地
区
名
の
由
来
を
調
べ
る
と
、こ
れ
が
実
に
お
も
し
ろ
い
。

薬
師
山
は
も
と
も
と
東
の
熊
鷹
森
に
対
し
て
、
西
の
鳶
森
と
呼
ば

れ
て
い
た
そ
う
で
、
い
つ
か
ら
か
「
飛
び
の
森
」
な
っ
た
と
い
う

説
が
有
力
の
よ
う
。
他
に
も
説
は
あ
り
ま
す
が
、
金
山
町
史
に
も

地
区
名
の
由
来
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
よ
そ
１
０
０
名
（
35
戸
）
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
年
々
戸

数
も
人
口
も
減
少
傾
向
。
そ
の
中
で
も
、
住
み
よ
い
活
気
あ
る
地

区
を
目
指
し
て
、
全
員
運
営
で
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
例
を
、文
化
部
長
の
三
上
寛
治
さ
ん
か
ら
伺
い
ま
し
た
。「
数

年
前
ま
で
は
、
冬
に
な
る
と
道
路
が
よ
く
水
上
が
り
に
な
り
、
困

っ
て
い
た
。
今
で
は
融
雪
溝
が
整
備
さ
れ
、
長
い
冬
も
安
心
し
て

除
雪
で
き
る
。
ま
た
、
墓
地
に
通
じ
る
道
路
も
車
で
行
け
る
よ
う

に
拡
幅
し
た
と
こ
ろ
、
お
盆
の
様
子
も
変
わ
っ
た
」
と
各
種
整
備

の
成
果
を
語
り
ま
す
。さ
ら
に
、交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

整
備
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
。
年
に
一
度
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
終
わ
れ
ば
老
若
男
女
で
焼
肉
を
食
べ
て

盛
り
上
が
る
そ
う
で
す
。

　
「
比
較
的
行
事
の
多
い
地
区
だ
」
と
続
け
る
三
上
さ
ん
。
春
に

は
各
組
に
あ
る
花
壇
へ
の
花
植
え
、
夏
に
は
７
つ
の
神
社
の
清
掃

や
祭
典
、
秋
に
は
運
営
方
針
を
考
え
る
契
約
講
、
冬
に
は
元
朝
の

礼
や
お
歳
灯
な
ど
。「
今
ま
で
通
り
に
運
営
す
る
こ
と
が
、
難
し

く
な
っ
て
き
た
。
行
事
の
意
味
や
思
い
を
考
え
て
、
少
し
で
も
長

く
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
先
輩
方
が
守
っ
て
き
た
地
区
の
伝
統
を

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
る
」。
三
上
さ
ん
は
、
活
気
あ
る
地
区
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
を
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▼
新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様

ど
の
よ
う
な
お
正

月
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
？

▼
今
年
は
何
と
い
っ
て
も
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

個
人
的
に
楽
し
み
な
の
は
、
陸
上

競
技
で
す
。
男
子
４
×
１
０
０
ｍ

リ
レ
ー
で
の
金
メ
ダ
ル
を
期
待
し

ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
金
山
で
チ
ケ

ッ
ト
を
入
手
し
た
方
な
ん
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？
も
し
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
ら
、
広
報
で
の
ル
ポ

も
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！

▼
２
０
２
０
年
は
子
年
。
今
年
は

よ
り
一
層
チ
ュ
ー
モ
ク
さ
れ
る
広

報
紙
を
目
指
し
ま
す
。（
う
ま
）

編
集

 

幸
記

いまこそ集落創生 第22回　飛森地区

山
形
県
み
ど
り
推
進
機
構
の
助
成
を
受
け
て
整
備
し
た
「
貝
沢
ふ
れ
あ
い
の
丘
」。

作
業
写
真
に
は
シ
ン
ボ
ル
の
薬
師
山
が
写
る
。
高
規
格
道
路
の
整
備
範
囲
に
含
ま
れ

て
い
る
た
め
、
植
樹
し
た
桜
を
移
植
す
る
か
ど
う
か
検
討
中
だ
。

祝祭日には　　　　　　 を掲げましょう

金山町の人口は、 5,417人 （11月末現在）
男　性　2,640 人（－２）
女　性　2,777 人（－７）
世帯数　1,755 世帯

▼11月の異動
　出生 1　人
　死亡 6　人
　転入 5　人
　転出 9　人

■
編

集
・

発
行

／
山

形
県

金
山

町
役

場
 　

〒
999 −5402  最

上
郡

金
山

町
大

字
金

山
324 −1　

TEL.0233 −52 −2111　
FAX.0233 −52 −2004　　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

E-m
ail  kouhou＠
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n.kaneyam

a.yam
agata.jp　

URL  https://w
w

w
.tow

n.kaneyam
a.yam

agata.jp　
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